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序 文

国道165号線は、桜井市の中央部を東西l乙横切り、〆現代の「憐大路」の役をはたしてい

ます。近年、特lζ乙の道路沿いに、家屋が建ちはじめ、開発の波が大きく寄せてきました。

道路沿いには、西から黒田池遺跡 ・安倍寺遺跡 ・横内遺跡・ 谷遺跡と多くの遺跡が続い

ており、過去の何度もの発掘調資で、縄文時代晩期から藤原京関連遺構までの遺稿・遺物

が、数多く出土しています。

乙のたび、吉備遺跡・法華堂地区で、グリーン・ホームセンター桜井屈の新築工事に先

立ち、桜井市教育委員会が発掘調査を実施しました。藤原京時代の井両や建物が検出され、

予想以卜の成果を上げる乙とができました。

発掘調査を実施するにあたり、関係者の皆様方の御協力を感謝するとともに、今後も桜

井市教育委員会の文化財行政を、御援助いただきますよう、お係員L、申し上げます。

昭和62年10月3日

桜井市教育委員会

教育長外嶋尚春

仔リ

l.本報告書は、桜井市吉備字法華堂536番地における、グリーン・ホームセンター建設

にともなう、埋蔵文化財の発掘調査報告書である。

2.発掘調査には、土地所有者・田口輝雄氏、工事を担当された村本建設KK、地元各位

から多大なる御協力を得た。記して感謝の意とします。

3.本報告書は、桜井市教育委員会社会教育課が編集を行ない、主任技師・清水真ーが担

当し、橋詰清孝が協力 した。

4.本報告書使用の北は磁北であり、レベル高は桜井市都市計画地図記載の海抜高を使用

した。
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第 1章 遺跡の位置と環境

桜井市の南西部、寺川と米川にか乙まれた沖積平野上には、数多くの遺跡があり、古くから発掘

調査が実施されてきた。

安倍寺遺跡(挿図 1-1 )は、国史跡 ・安{音寺を中心とした集落遺跡で、古墳時代~中世につづ
設 l 註 2

く集落を調査している。昭和40年lζ安倍寺周辺lとともなう発掘調査を実施して以来、 二階堂・ア7
~t3註 4 註 5 設 6
夕、レ ・花関・ヲビ シ・知原地区などの調査が、次々と実施されている。

fi7 
吉備遺跡(挿図 1-2)は、昭和60年に岡崎地区の調査が実施され、弥生時代後期の自然河道と、

藤原京期とみられる掘立柱建物が検出されている。
註8

黒田池遺跡(挿図 1-3)は、大角地区で3次にわたり調査され、藤原京時代の道路遺精と、掘

立柱建物群を検出した。
註9

谷遺跡(挿図 1-4)では、六ノ坪地区で、奈良時代に下る建物と井戸遺構を調奇している。

乙れらの近年の調資から、 ζの地域が比較的早くから開発され、西側は、藤原京時代にはその東

端になっていた可能性がある。

註安倍寺温跡環境整備事業報告一発掘調査報告書」

桜井市 1970 

2 昭和57年・桜井市教委が発掘調査を実施した。報

告未刊

3 桜井市・阿部雨ダレ遺跡発掘調査概報J橿原考

古学研究所 昭和58年度概報

4 昭和60年・橿原考古学研究所が発掘調査を実施し

た。報告印刷中

5 桜井市安倍寺遺跡ヲビシ地区発掘調査報告書」

桜井市教育委員会 1986 

6 桜井市安倍寺遺跡知原地区発掘調査概要J桜井

市教育委員会 1986 (パンフ)

7 桜井市吉備遺跡岡崎地区発掘調査概報」桜井市

教育委員会 1986 

8 昭和58-60年にかけ、桜井市教育委員会が調査を

実施した。報告未刊

9 r桜井市・阿部六ノ坪遺跡発掘調査概報J橿原考
古学研究所昭和57年度概報

図l 遺跡分布図



第 2章 発掘調査に至る経過

昭和61年11月、旧日輝雄氏から、桜井市吉備536番地における、土木工事iζ伴う文化財保護法57

条の 2が提出され、協議の結果、発掘調査を実施することとなった。

当該地は、すでに材木置場として、 2m以上の盛士がなされていたために、敷地の北側の擁壁建

設に伴う部分を、発掘調査する乙ととし、工事担当の村本建設と細部について協議をした。乙の結

果l乙基ずき、昭和62年 1月lζ文化財保護法98条の 2を提出し、昭和62年 1月16日から発掘調査を実

胞し、 loJ20日に現地調査を終了した。

その後、出土遺物の整理を3月-9月にかけ行い、報告書は9月末lと校了した。
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第 3章 発掘調査の結果

第 1節検出された遺構

発栂調査は、敷地内北側を、南北1.5m幅で東西100mにわたり、ユンボで水田耕作土を除去し

た。 30cmほど掘り下げたところ、遺構が検出された。

トレンチ東端は、農業用水路の西肩iζ及んだが、西肩部分で井戸を一基検出した。さらに、井戸

東端から18m西の地点で、掘立柱の掘形を3個(うち柱痕残っているもの l本)を検出した。さら

にその西側は、埋土の際にコミ等を入れた穴が地山部分に達っしており、湧水にも悩されて遺構の

検出iζは至らなかった。

( 1 )井戸 (SE01) (挿図3 図版 1・2) 

井戸SE01は、卜レンチ最東端に位置し、東端は用水路西肩で破填されていた。掘形は、東西

2.5m 以上・南北2.0mの長方形である。掘形のほぼ中央部lζ、東西75cm・南北53cmのやや長方形

に、 4枚の大きな板が、中とじ状iζ組み合わせてあった。西板については、ホゾが切ってあり、他

の用材を転用した可能性がある。残りの良い西板は、長さ130.0c田あり、実際はもっと長い一枚板で

あった乙とがわかる。厚みは3.6cmあった。

この4枚の板材で枠を作った井戸であるが、特筆すべき乙とは、北と南の板に 3cm大の方形のホ

ゾ穴が作られており、長さ1.0m強、幅 5c田ほどの角材が、つっかい俸として使用されていた。 上

から25cmの所と、その下1.5mの2ケ所で、東西l乙4本入れられるはずが、西上部分ははじめから

存在していなかった。さらに、乙の4枚の板材で組み合わされた井戸枠の外側底には、河原石を敷

いて、板押えを施していた。乙のような例は、非常に珍しい。

井戸内は、上層に細砂が、下層には青灰色の粘土が堆積していたが、底には須恵器費 1・俵形壷

lと、土師器費3・杯lがすべて破損された状況で検出された。大型裂は2個とも把手付裂である。

( 2 )掘立柱建物 (S801) (挿図4 図版 3) 

トレンチ東端をOとして、西へ19-21mの聞に、方形の掘形を3個検出した。北東のP1は半分

しか検出できなかったが、東西0.5m・南北0.3m以上・深さ0.06mである。南東のP2は、東西

0.7m・南北0.8m・深さ0.11mで、中央部に径0.2mの柱痕穴が残る。南西のP3は、東西0.7

m・南北0.5m以上・深さ0.12mで、中央部に径0.2mの柱痕が、 73cm分残っていた。底部は尖つ

てなく平坦であるため、杭材ではなし、。 P1-P2聞は約1.6m、P2-P3聞は2.1mある。建

物の方位は、磁北から 10 30 I 西iζ寄っており、真北から8。西へ偏っている。柱掘形から出土遺

物はなかったが、 SE01と関連する建物と考えられる。また、柱掘形がわず、かlOcm内外しか残って

いなかったことは、その上層で素掘溝を確認できなかった乙とと重ねて考えると、奈良時代以後の

土層が大きく削り取られている可能性が強い。すぐ北に位置する岡崎地区でも、素掘溝はわずかし

か残っていなかったことから、その範囲は吉備池から償内あたりにかけて広がるのではなかろうか。

- 3 -
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第 2節 出七した遺物

出土した遺物の大半は、井戸 SE01にかかわるものである。

井戸底iζは、須恵器把手付費 (Po4 )と俵形壷 (Po6 )、 七師器把手付大窪 (PO5 )・小型蜜

(Po2) (Po3)と杯 (Po1 )があった。

PO 6がドlζ、PO5が上lとあり、 PO1 -PO 3が破片でちらばっていた。 PO4は PO6の下lと

はじめから半分の破片で入っていた o

須恵器把手付費 Po4は、[J径29cm・把手端の最大径は35.4cm、高さ26cmある。底部はlOcmほど

の、IZ底。 LJ縁部はくの字iζわずかに外反している。把手は厚み1.6cmあり、 上付きにつけられてい

る。外而は、胴部叩き目をヨコJら刊JIζナデ消ししており、底部はタテ方向のナデ仕卜げ。内面は、

口縁部ヨコナデ、ijI~部上半タテのユビナデ、下半ナデ仕上げ。胎上硬くしまっており、焼成良好で

ある。色調は高灰色。

俵形壷 Po6は、厳大刷径36cm、最小胴径24cm、高さ27cm以上で、[]縁部を欠く。頚径部10cm

ある。胴部外I函は、ヨコh向の叩き日を、あらくタテ方向の回転ナデで消している。表面にデコボ

コの凹凸が多い。厚みは、 1cm以上の厚みをもち、雪量感がある。内面は青海波叩き、胎士、焼成

良好である。色調は青灰色。

十.師器把手付大費 PO3は、 [J筏28.8cm、把手部最大径40cm、器高30.5cmある。大きく外反す

る[J縁部をもち、端部内側はわずかに内傾する。底部は丸底で、最大任がやや下部l乙位置する。外

rfliは、 u縁部タテハケ、顕部ユピ押え、胴部タテ方向のあらいハケ仕上げ。内面は、口縁部ヨコハ

ケ、制 t-.'t'.部ヨコナデ、 m.IJド、l'部タテケズリで、ユビ押えがつく。色調は掲灰色で、胎土:焼成良好

である。

t:.師器費 Po2は、[I筏15cm、刷部厳大係15cm、器高11.6cmある。 [J縁部外反するやや胴長の

丸底の器形をとる。外Ifliタテのハケ仕上げ、内面はu縁部ヨコハケ、胴部かすかなヨコハケと底部

にユビ押任、外i函iζススが多くつく。胎上・焼成良好・黒褐色の色調をもっ。

u耐5小型費 PO3は、日係12cm、胴部最大径11.8cm、器高7.2cm。わずかに外反する、やや

嗣H:の平!底iζ近い丸!氏、内外出ヨコナデ仕上げ。胎七・焼成良好、色調褐灰色である。

L師器係 PO1は、口径14.4cm、器高4.0cmある。 LJ縁はわずかに内傾し、かすかな凹みがつ

く。外出iはLl縁部はへラミガ、キ、底部はユビナデの上i乙何本かのミカ.、キ痕がつく。内面は回転ナデ

仕上げ。胎t焼成良好、色調は明褐色。

乙の他i乙、自然、遺物として、井戸枠板材と種子がある。

井戸枠板材は、 4枚の平板と、 3本の角材で構成されている。北側の板材は、長さ130cm以上、

幅70cmで、厚み3.6cmある。板材内面側iζは4ケ所のホゾ穴(5 cm四方)が掘られているが、左上

の部分は乙われている。また、板材下部は、長さ 8cmが一段削られており、厚みは1.5cmしかない。

- 6一
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井戸枠としてはこのような細工は不用で、他の三枚も細工はされていないため、乙の板材だけ他の

用材を転用していると考えられる。木目の観察から、板目材である乙とがわかる。材の|斗定は行っ

ていないが、赤昧のきめの細かい木目から、栗材の可能性が高い。下部は細かい長刃のはつり部分

がみられるが、上部は磨滅のためかよく残っていない。他の板材もほとんど同様の特徴をもっ。

つっかい棒は、下部2本と上部 l本の三本残っていた。南北方向につっかいをしている。、手均長

さ60cmで、一辺 5cmの角材で、 二I面を長斧ではつっているが、他面は割ったままの状況である。

種子は、野性桃の核とみられ、合計20個を採集した。藤原京時代の井戸や道路側溝・溝等から、

同様の桃核が多くみられると乙ろから、道教祭市E的な件H、られ方をしただろう。

第 4章まとめ

昭和62年の厳冬期の、制期間の発掘調査ではあったが、予想をはるかに超えた成果を十げる乙と

ができた。

桜井市内での、飛鳥~奈良時代の井戸の調査は、昭和56年・纏向遺跡巻野内パパワキ地区で奈良
設9

時代終りの板枠井戸の検出が最初である。昭和57年には、谷遺跡六ノ坪地区で藤原京時代の板枠井
註11

戸が、昭和61年にも、大福遺跡黒田地区で藤原京時代の曲物枠井戸が検出されていた。今聞の藤原

京時代の板枠井戸で4例自になる。纏向遺跡を除く 3例は、いずれも市内西部にかたよっており、

他の藤原京時代の遺構のあり方と共通する。大福遺跡での掘立柱建物群と道路遺構の存在、安{音寺

遺跡でも掘立柱建物を検出しており、吉備遺跡岡崎地区の掘立柱建物・黒田池遺跡大角地区の道路

遺構と掘立柱建物群の発見は、中津道以東の桜井市内にも多くの遺構群が存在する乙とを、私たち

に教えてくれる。乙れらの遺構が、藤原京の範囲が拡大される資料になる可能性を持つ乙とを、私

たちは考えている。

この地域は、桜井市内でも最近急速に開発の波が押し1寄せている地域で、国道165号線沿いに多

くの商居・遊技場・工場が、雨後のタケノコのζ とく建築ラッシュである。 1300年前、当時の都の

東端・もしくは東の郊外であった乙の地域の特殊性を考えて、私たち桜井市民は、もう少し計画性

のある街作りを考えねばならない時が来ているのではなかろうか。

報告書作成中の、昭和62年7月7目、岡山県小田郡矢掛町の、吉備真備公顕彰会の方々が大型ノぜ

スにゆられ、はるばる桜井市吉備に見学に来られた。吉備真備公ゆかりの地をたずねての旅である。

私たちの桜井市には、乙ういった人々を受け入れる余地が、まだまだ不足していることを痛感し、

吉備遺跡にとどまる乙となく、市内のすべての遺跡を、他府県・他市町村の方々に、胸を張って案

内できるよう、その活用を大いに考えて行きたいと念願している。

註IO r纏向遺跡昭和56年度遺跡範閉確認発掘調査概報j桜井市教育委員会 1981 
))桜井市大福遺跡・西之宮黒田地区発掘調査報告書」桜井市教育委員会 1987 

- 7 -
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